
哲
学
研
究
第
五
蒼
五
十
九
号

一
〇
六

彙

報

池
田
義
祐
名
誉
教
授
の
御
蓬
玄

　
　
　
会
　
告

　
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
文
学
博
士
、
池
爾
義
兵
先
生
は
、
平
成

四
年
三
月
二
十
八
日
に
急
性
脳
内
出
血
の
た
め
逝
去
さ
れ
た
。
享

年
七
十
七
歳
。

　
先
生
は
、
大
正
四
年
（
奇
し
く
も
同
じ
）
三
月
二
十
八
日
、
福

井
県
坂
井
郡
雄
島
村
、
漁
土
直
宗
大
谷
派
西
徳
導
に
ご
誕
生
。
同

地
の
薫
国
中
学
校
を
経
て
大
谷
大
学
に
入
学
（
昭
和
六
年
）
、
文

学
部
で
社
会
学
を
専
攻
し
、
米
田
庄
太
郎
教
授
の
勤
気
を
受
け
ら

れ
た
。
同
十
三
年
三
月
に
卒
業
後
、
同
大
学
院
研
究
科
に
在
籍
さ
れ
、

翌
年
四
月
よ
り
さ
ら
に
京
都
高
知
大
学
文
学
部
哲
学
科
選
科
に
お

い
て
社
会
学
の
研
究
を
深
め
ら
れ
た
。
そ
の
問
臨
時
召
集
に
よ
り

軍
隊
に
入
隊
。
終
戦
に
よ
る
召
集
解
除
後
、
大
谷
大
学
文
学
都
専
任

講
師
、
岡
二
十
四
年
に
助
教
授
と
な
り
社
会
学
講
座
を
ご
担
当
。
同

二
十
九
年
に
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
に
迎
え
ら
れ
、
同
三
十
九

年
十
…
月
に
教
授
と
し
て
以
後
、
社
会
学
講
座
を
ご
担
当
。
五
十

三
年
三
月
定
年
に
よ
り
ご
退
職
、
名
誉
玉
出
の
称
号
が
授
与
さ
れ

た
。
そ
の
間
、
先
生
は
往
会
学
の
研
究
教
育
に
専
念
し
、
多
数
の

後
進
を
育
成
蒸
溜
さ
れ
、
同
時
に
臼
本
社
会
学
会
の
理
事
と
評
議

員
、
関
西
荏
会
学
会
委
員
長
と
し
て
学
会
の
充
実
発
展
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
た
。
御
退
官
後
は
大
谷
大
学
文
学
部
教
授
と
な
ら
れ
昭

蒲
六
十
・
年
ご
｛
疋
年
に
よ
払
ソ
退
職
さ
、
れ
た
。

　
先
生
の
研
究
業
績
は
、
大
き
く
二
つ
の
領
域
に
分
か
た
れ
る
。

そ
の
第
…
は
、
比
較
的
若
い
贋
に
主
力
を
注
が
れ
た
農
村
の
、
と

く
に
通
婚
圏
の
実
態
調
査
に
も
と
つ
く
経
験
的
班
究
で
あ
り
、
第

二
は
、
の
ち
に
専
念
さ
れ
た
理
論
研
究
、
と
り
わ
け
支
配
に
関
す

る
研
究
で
あ
る
。
前
者
に
属
す
る
論
文
と
し
て
は
「
農
邨
通
婚

考
」
「
農
村
通
婚
圏
の
…
資
料
」
「
対
俗
婚
に
つ
い
て
し
「
通
一
当
研

究
の
社
会
学
的
意
義
」
等
が
あ
る
。

　
経
験
的
な
実
証
研
究
を
重
視
す
る
ご
態
度
は
、
理
論
を
主
と
す

る
後
の
時
期
に
も
竪
持
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
共
編
著
『
社
会
学
の

理
論
と
応
用
賑
の
ほ
か
、
論
文
「
最
近
の
社
会
学
に
お
け
る
実
態

調
杏
こ
や
日
本
社
会
学
会
機
関
誌
所
載
の
「
戦
後
日
本
社
会
学
の

総
括
と
展
望
」
と
「
総
合
社
会
学
の
繕
想
の
展
関
」
、
さ
ら
に

「
宗
教
社
会
学
の
研
究
」
「
講
集
団
の
社
会
学
的
性
格
」
等
に
よ

く
う
か
が
わ
れ
る
。
何
れ
も
ま
題
を
限
定
し
な
が
ら
社
会
学
の

課
題
が
、
そ
の
基
本
範
疇
で
あ
る
「
社
会
的
行
為
」
「
…
閃
係
」
「
集

囹
」
に
準
拠
し
て
社
会
的
現
実
瀬
田
を
深
め
る
こ
と
に
あ
る
と
す

る
自
説
に
基
づ
く
研
究
成
果
で
あ
る
。

　
先
生
の
業
績
の
う
ち
、
理
論
分
野
の
主
要
論
文
は
単
著
『
社
会
学

の
根
本
問
題
隔
に
収
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
は
「
集
団
社
会
学
の
墓
本

概
念
と
し
て
の
封
鎖
性
・
朋
放
性
」
「
社
会
的
中
間
者
論
」
「
集
合

行
動
論
序
説
」
「
権
威
の
利
他
性
」
「
社
会
学
に
お
け
る
社
会
関
係

論
の
展
開
」
等
の
諸
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
書
と
同
じ
表

題
の
著
書
は
既
に
ジ
ソ
メ
ル
と
山
白
田
保
馬
と
い
う
形
式
社
会
学
の

両
権
威
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
先
生
の
同
警
は
、
こ
の
両

先
学
の
深
い
影
響
の
も
と
に
研
究
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
先
生
の
野

心
的
な
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
支
配
理
論
に
つ
い
て

は
、
共
編
著
『
支
配
…
…
益
会
的
勢
力
の
展
開
』
と
、
学
位
論
文

を
ま
と
め
た
『
支
配
関
係
の
研
究
』
が
あ
る
。
後
者
は
、
指
導
と

権
力
と
を
包
括
す
る
支
配
の
関
係
に
つ
い
て
の
基
礎
理
論
の
構
築

が
企
図
さ
れ
た
成
果
で
あ
っ
て
、
こ
の
研
究
分
野
で
は
、
そ
れ
ま

で
比
較
的
看
過
さ
れ
て
き
た
ジ
ン
メ
ル
の
理
論
の
綿
密
な
検
討
が

加
え
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
支
配
の
中
間
者
の
役
割
や
支
配
変
動
に

関
す
る
論
述
に
は
先
生
の
独
自
な
見
解
が
被
弾
さ
れ
て
い
る
。



　
先
生
は
、
日
常
的
に
も
厳
格
な
生
活
態
度
を
持
し
な
が
ら
、
そ

の
同
じ
厳
正
実
直
さ
を
も
っ
て
研
究
と
教
育
指
導
に
専
念
さ
れ
た
。

京
都
哲
学
会
の
た
め
に
も
格
別
ご
尽
力
さ
れ
、
『
哲
学
研
究
』
に
も

「
社
会
事
象
と
し
て
の
多
数
決
」
（
四
三
－
六
）
「
支
配
変
動
論
」
（
五

三
【
七
等
が
寄
せ
ら
れ
、
本
学
会
の
経
営
面
に
も
亘
り
充
実
と
発

展
を
強
く
念
願
し
て
こ
ら
れ
た
。
先
生
い
ま
は
亡
く
、
痛
惜
の
感

ひ
と
し
お
禁
じ
え
な
い
。
謹
み
御
冥
福
を
御
祈
り
串
し
上
げ
る
。

　
　
　
　
平
成
五
年
四
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
学
会

二
　
京
都
哲
学
会
委
員
の
異
動

　
京
都
哲
学
会
現
任
委
員
の
う
ち
、
平
成
五
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、
平

野
俊
二
氏
（
停
年
退
官
の
た
め
）
が
退
任
さ
れ
た
。
ま
た
平
成
四
年
四
月

一
日
付
を
も
っ
て
土
井
健
司
氏
（
キ
リ
ス
ト
教
学
講
座
助
手
着
任
の
た
め
）
、

平
成
五
年
四
月
一
日
付
を
も
っ
て
中
村
俊
春
氏
（
美
学
美
術
史
学
講
座
助

教
授
着
任
の
た
め
）
が
新
た
に
委
員
に
加
わ
ら
れ
た
。

三
　
京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
記
事

　
平
成
三
年
度
及
び
平
威
四
年
度
の
京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
は
十
一
月

三
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
京
都
大
学
文
学
部
第
七
講
義
室
に
お
い
て
、
左

記
の
如
く
行
わ
れ
た
。
平
成
三
年
度

　
一
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
ロ
ゴ
ス
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
勝
利
氏

　
一
、
中
国
古
代
歴
史
意
識
の
一
面

彙

報

京
都
大
学
教
授
　
　
内
山
俊
彦
氏

平
成
四
年
度

一
、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
教
養
の
問
題
」

　
　
一
そ
の
歴
史
社
会
学
的
考
察
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
助
教
授

一
、
近
世
初
頭
に
お
け
る
自
然
哲
学
と
自
然
科
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
教
授

　
講
演
会
は
共
に
、

つ
た
。
ま
た
、
終
了
後
、
楽
友
会
館
に
お
い
て
、

者
と
晩
餐
を
共
に
し
つ
つ
、
討
論
、

筒
井
清
忠
氏

数
多
く
の
会
員
の
方
々
の
出
席
を
得
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
数
の
会
員
が
講
演

　
　
　
　
　
　
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
た
。

四
　
外
国
哲
学
者
来
訪
講
演
無
記
事

菌
田
坦
氏

盛
会
で
あ

デ
ヴ
ィ
ド
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
教
授
（
オ
ヅ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
）

　
　
平
成
三
年
七
月
十
三
日
於
イ
タ
リ
ア
会
館

　
　
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
自
然
学
』
に
お
け
る
目
的
因
」

ジ
ョ
ブ
リ
；
・
ロ
イ
ド
教
授
（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
）

　
　
平
成
三
年
九
月
二
十
八
日
於
京
大
会
館

　
　
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
身
体
観
」

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
カ
ー
ン
教
授
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
）

　
　
平
成
四
年
六
月
一
二
日
於
文
学
部

　
　
「
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
と
プ
ラ
ト
ン
：
『
あ
る
』
と
い
う
語
の
用
法
を

　
　
め
ぐ
っ
て
」

一
〇
七



哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
九
号

一
〇
八

五

京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
論
文
題
昌

　
l
l
平
成
二
年
王
月
1

哲

学

内
　
藤
　
可
　
夫
　
ニ
ー
チ
ェ
、
永
劫
回
帰
思
想
に
お
け
る
時
間

浜
千
代
　
治
　
彦
　
実
在
と
力
…
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
思
想
に
、
お
け
る

今増野

井田鳩

岡玲政

郎懐紙

フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
に
お
け
る
志
向
性
に
つ
い
て

「
含
意
」
の
意
味
に
つ
い
て

パ
ー
ス
記
号
学
に
お
け
る
現
象
学
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て

西
洋
哲
学
史

木山福

次岸沢

圭泰康

二道弘

相
　
原
　
正
　
義

カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
挑
判
』
・
感
性
論
の
研
究

プ
ラ
ト
ン
『
パ
イ
ド
ソ
』
研
究

ソ
ク
ラ
テ
ス
と
法
と
の
同
意
ー
プ
ラ
ト
ソ
『
ク
リ

ト
ン
』
に
関
す
る
一
考
察
ー

ス
ピ
ノ
ザ
の
「
科
学
の
折
口
学
」

印
度
哲
学
史

佐
　
野
　
広
　
明
尾
。
α
q
9
鴇
茸
9
。
び
げ
習
蟹
く
そ
鷲
餌
掃
の
研
究
に
つ
い
て

中
国
哲
学
史

藤
　
田
健
　
一
　
周
敦
願
の
借
理
思
想
に
つ
い
て

田
　
中
　
忠
　
治
　
股
の
上
帝
に
つ
い
て

心
　
理
　
学

帯長奥繊今薇

屋田　木村照
博真秀　雅
　美
義子二綾彦宏

岸
　
野
　
博
　
行

芝
　
田
　
浩
　
実

中
　
田
　
英
　
延

方
　
州
　
敦
　
子

松
　
浦
　
ひ
ろ
み

和
　
田
　
実
也
子

岡
　
　
田

益
　
田

弥圭

運
動
残
効
の
窪
闘
、
時
闘
周
波
数
特
性
に
つ
い
て

説
得
に
お
け
る
椿
緒
と
内
容
吟
味
と
の
検
討

言
語
材
料
の
記
憶
に
メ
ロ
デ
ィ
が
及
ぼ
す
効
果

対
人
魅
力
が
成
功
一
失
敗
の
帰
属
に
及
ぼ
す
影
響

物
語
文
法
が
説
明
文
理
解
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
集
団
に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
リ
ー
ダ
ー

行
動
認
知

テ
キ
ス
ト
再
構
成
時
に
お
け
る
テ
ー
マ
呈
示
効
果

組
織
状
況
特
性
と
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
・
ス
タ
イ
ル
と
の

関
連
鋤
き
の
あ
る
事
物
を
描
い
た
児
童
画

こ
と
ば
と
色
イ
メ
…
ジ
の
関
連
に
つ
い
て

子
供
の
物
語
理
解
・
産
出
に
つ
い
て

集
醐
内
に
お
け
る
勢
力
保
持
者
の
他
者
に
対
す
る
認

知
と
行
動

先
天
性
視
覚
障
害
児
の
空
闘
的
知
識
に
つ
い
て
の
考

察清
報
伝
達
場
颪
に
お
け
る
偏
晃
の
検
討



倫
　
理
　
学

石：丸加井

原岡嶋上
明

子潔治勉

ニ
ー
チ
ェ
の
時
代
批
判
に
つ
い
て

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
超
越
論

カ
ン
ト
に
お
け
る
感
性
と
悟
性
に
つ
い
て

R
・
D
・
レ
イ
ン
の
対
人
関
係
論
1
「
自
己
と
他

者
」
を
中
心
と
し
て
一

美
学
美
術
史
学

西藤長山水前人礪鈴鈴岡大

田本出口野川紫波木木田下

美知洋直領　有繋幸　知英
和　　　　　　里
子子司美依胃筋昭人潤子和

平
瀬
礼
　
太

山
　
本
　
淳
　
夫

彙

「
演
劇
・
空
間
・
都
市
」

「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て

現
代
に
お
け
る
リ
ズ
ム
概
念
の
拡
大

酒
井
抱
一
の
作
風
展
闘

運
慶
の
後
期
の
様
式
に
つ
い
て

現
代
に
お
け
る
写
真
と
絵
画
の
親
密
な
関
係

W
・
ベ
ソ
ヤ
ミ
ソ
の
言
語
論

造
形
芸
術
に
お
け
る
空
聞

岩
佐
又
兵
衛
勝
以
に
つ
い
て

ド
ガ
に
お
け
る
近
代
絵
画
の
課
題

マ
ネ
の
裸
体
画
に
つ
い
て

ヒ
エ
西
風
ム
ス
・
ボ
ッ
ス
の
諸
作
品
に
お
け
る

リ
ス
ト
の
受
難
V

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
芸
術
観
の
転
換
に
つ
い
て

唐
招
提
寺
旧
講
堂
木
彫
群

報

〈
キ

吉
川
善
兼
～
・
W
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
作
品
研
究

社
会
　
学

磯
　
　
　
尚
　
義

井
　
上
　
孝
　
子

山水藤英西中中佐高北宇

川麟 ｮ川村川醐垣城
博源一和昌哲英輝　太
達郎明枝子樹誠彦明徹人

大大伊渡吉山

森上藤辺田城

葉信敬達大正
穂

美久介治介也
音
楽
化
社
会
論
の
検
討

シ
ュ
ッ
ツ
社
会
学
に
お
け
る
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
に

関
す
る
一
考
察

権
力
理
論
の
社
会
学
的
考
察

デ
ュ
ル
ヶ
ー
ム
に
お
け
る
「
象
徴
」
と
「
構
造
」

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
科
学
方
法
論
の
検
討

エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
臼
常
性
の
一
考
察

ハ
ー
バ
マ
ス
の
「
真
理
理
論
」
に
つ
い
て
の
考
察

欲
望
と
消
費
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
考
察

精
神
病
の
社
会
学
理
論
の
再
検
討

差
別
問
題
を
め
ぐ
る
社
会
学
的
視
座
の
考
察

デ
ュ
ル
ヶ
ー
ム
の
社
会
学
主
義
に
関
す
る
一
考
察

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
宗
教
社
会
学
の
方
法
論
的
検
討

広
告
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
効
果
に
つ
い
て
の
一

考
察
子
ど
も
の
社
会
化
に
は
た
す
言
語
機
能
の
検
討

戦
後
日
本
の
大
衆
文
化
の
一
考
察

会
話
分
析
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
考
察

マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
理
論
の
再
検
討

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
社
会
学

都
市
に
お
け
る
多
様
性
の
検
討
一
」
・
ジ
ェ
イ
コ
プ

一
〇
九



哲
学
研
究
第
五
百
五
十
九
号

　
　
　
ス
の
都
市
論

和三藤中羅

田好井村木

元雅　　正

子彦満寧和

吉
　
富

中
　
村

岡
村
あ
き

子

　優裕
宗子倫

深
水
淳
　
一

水
流
　
尚
志

松
本
覆
工

京
極
　
仁
志

吉
　
村
　
園
　
子

マ
ク
ル
ー
ハ
ソ
の
メ
デ
ィ
ア
論
の
検
討

個
人
主
義
思
想
の
社
会
学
的
考
察

定
住
難
罠
の
社
会
学
的
研
究

日
本
の
メ
ノ
ナ
イ
ト
派
の
社
会
意
識
の
実
証
的
研
究

社
会
学
観
点
か
ら
み
た
芸
術
活
動
の
考
察
ー
マ
ー

ト
ソ
の
理
論
を
中
心
と
し
て

社
会
的
性
格
に
つ
い
て
の
再
検
討

ラ
ベ
リ
ン
グ
理
論
に
関
す
る
考
察

一
挙

西
洋
並
び
に
オ
リ
エ
ン
ト
の
古
代
末
期
に
お
け
る
終

宋
論
の
姿

ニ
ー
チ
ェ
に
至
る
生
の
展
開
－
此
岸
・
彼
岸
を
こ
え

て
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
山
盛
』
第
三
章
「
世
界
の

世
界
性
の
分
析
」
を
中
心
と
し
た
意
味
連
闘
の
研
究

M
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
『
有
と
暗
』
か
ら
有
の
問
の
構

造
に
お
け
る
先
駆
的
弓
悟
性
の
聞
題
に
つ
い
て
の
考

察
ニ
ー
チ
ェ
に
お
け
る
仮
象
の
世
界
と
権
力
へ
の
意
志

に
つ
い
て

自
己
と
超
越
者
ー
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
お
け
る
両
者
の

関
係
i

芦
　
津
直
　
人

阿
　
　
部

聡

伊
佐
治
　
　
剛

宮塩乙大

崎見川岡

　佳文厚

泉正英子

　尾
　形
　嘉
仏寿

六渡黄

部
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
○

ニ
ー
チ
ェ
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
に
お
け
る
時
間

の
問
題

ジ
ソ
メ
ル
に
お
け
る
生
の
統
～
体
に
現
れ
た
個
性
化

と
隠
語
に
つ
い
て

G
・
バ
タ
イ
ユ
の
「
宗
教
の
理
論
」
と
ア
フ
リ
カ
的

段
階
ア
メ
リ
カ
黒
人
音
楽
と
宗
教

教
学

古
代
仏
教
に
お
け
る
世
界
と
自
然
と
存
在
の
あ
り
方

六
師
外
道
の
研
究

0
7
㌶
ヨ
餌
の
冨
⇒
＆
錘
に
つ
い
て

『
中
観
心
論
』
第
一
二
章
に
つ
い
て

基
督
教
学

彦
　
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
思
想
に
つ
い
て

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
哲
学
系
）

　
修
士
課
程
修
了
論
文
題
目

　
　
　
　
　
　
一
平
成
二
年
三
月
1
…
・

　
　
　
哲
　
　
　
学

　
　
　
激
　
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
「
純
粋
心
理
学
」
と
「
超
越

　
　
　
　
　
論
的
現
象
学
」
の
関
係



杉　 木山
村　 下脇
彙靖　昌雅
彦宗　已夫

藤　白
本　杉

　罷
工西雄中

山松　橋出山
下王　鳶口本
智政　康康與
　　　　志志浩倫二夫隆

與
志
隆
　
存
在
の
問
い
と
存
在
の
真
理
に
つ
い
て
ー
ハ
イ
デ

　
　
　
　
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
の
挫
折
を
め
ぐ
っ
て
1

康
夫
　
カ
ン
ト
の
超
越
論
的
観
念
論
に
つ
い
て

康
　
ニ
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
知
識
論

　
　
倫
　
理
　
学

政
　
浩
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
最
善
一

尺
　
志
　
経
験
と
持
続
ー
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
時
聞
理
論
に
関
す

　
　
　
　
る
｝
考
察
一

　
　
中
国
哲
学
史

悦
　
雄
　
黄
帝
半
泣
の
研
究
－
黄
帝
派
と
岐
伯
爵
一

　
　
西
洋
哲
学
史

《
冨
。
9
ε
ヨ
①
ω
二
p
周
8
昼
。
簿
Φ
。
。
8
§
臼
ヨ

ヨ
O
Ω
信
ヨ
冨
鼠
嘗
①
馨
グ
》
ー
ト
マ
ス
に
お
け
る
認
識

す
る
魂
に
つ
い
て
一

へ
ー
ゲ
ル
『
精
神
の
現
象
学
』
に
お
け
る
概
念
的
自

己
の
生
成
と
展
開

「
不
幸
」
な
哲
学
者
ー
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
に
お

け
る
正
義
と
幸
福
一

一
　
一

悪
と
超
越
ー
ポ
…
ル
・
リ
ク
ー
ル
「
意
志
の
哲
学
」

報

李
　
　
在

土
　
井
　
健

青
　
木
　
竜

竹
　
内
　
龍

中
　
島
　
欣

大
　
川
清

秋
　
庭
　
史

西
　
川
　
珠

　
　
の
根
本
問
題
－

仏
　
教
　
学

浩
　
ド
鋤
部
。
。
開
団
帥
宗
義
書
の
経
量
中
観
自
立
派
章
に
つ
い

　
　
て

基
督
教
学

司
　
神
を
映
し
出
す
鏡
ー
ニ
ュ
ツ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス

　
　
に
お
け
る
“
鏡
”
に
つ
い
て

心
　
理
　
学

生
　
連
合
学
習
事
態
に
お
い
て
条
件
刺
激
が
獲
得
す
る
情

　
　
報
の
内
容

人
　
運
動
知
覚
に
お
け
る
時
間
的
文
脈
効
果
の
検
討

哉
　
推
論
の
形
式
性
に
つ
い
て
ー
ル
ー
ル
の
な
い
4
枚

　
　
カ
ー
ド
聞
題
－

社
　
会
　
学

丈
　
ウ
ェ
ー
バ
ー
近
代
化
論
の
再
検
討

美
学
美
術
史
学

典
　
カ
ン
ト
『
判
断
力
批
判
』
に
お
け
る
「
形
式
」
の
概

　
　
念
を
め
ぐ
っ
て

代
．
「
動
機
」
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
考
察
一
日
目
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一



七山福田下哲
学
…
…
準
田
靖
、
竹
山
重
光
、

倫
理
学
…
…
亀
喜

中
図
哲
学
史
…
…
仲
畑

西
洋
哲
学
史
…
…
上
枝
美
典
、
菊
地
伸
二
、

宗
教
学
…
…
清
水
茂
雄
、
松
井
吉
康
、
吉
氷
進
一
、
岩
田
文
昭

キ
リ
ス
ト
教
学
…
…
久
山
道
彦
、
畑
宏
枝

心
理
学
…
…
上
田
和
夫
、
西
田
真
也

祉
会
学
…
…
同
房
泰
子
、
栩
瀬
慈
郎

美
学
美
術
史
学
…
…
加
須
屋
誠

八
　
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
三
智
義
題
目

　
　
　
　
一
平
成
五
年
度
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
二
園
生
が
履
修
で
き
る
専
門
科
罠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕
大
学
院
と
共
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
院
〕
大
学
院
の
み

　
　
哲
学
研
究
第
五
百
五
十
九
号

　
　
　
　
　
　
ミ
ル
ズ
の
「
動
機
の
語
彙
」
を
手
が
か
り
に
し
て

野
健
児
池
大
雅
の
書
に
つ
い
て

島
達
也
狩
野
探
幽
の
花
島
画

井
睦
美
高
台
寺
霊
屋
の
蒔
絵
装
飾
に
つ
い
て

崎
　
美
　
樹
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
美
術

博
士
後
期
課
程
学
修
者
氏
名

　
　
　
－
平
成
二
年
三
月
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
茂
樹
、
浜
岡
鰯
、
鬼
界
彰
夫

　
　
　
　
　
　
信
、
柳
沢
儒
吾

　
　
　
　
　
　
　
儒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
要
、
高
橋
洋
介

講
　
義

研
　
究

〃〃〃〃

演
　
習

1
1

〃1
1

1
1

助教講教大立兵教研環人審問総教助
　　　　学霜鷹　究境問　学合　　教
手授師授　護身授科学・授仁人授授

浜木奥　石　　安　　磯　木伊
野曹　　　井　　　井　　江　雷藤

研好正誠　邦　景好邦
三能博士　夫　孜能武

哲

学

助
教
授
　
伊
藤
　
邦
武

人
間
・

環
境
学

研
究
科

教
　
授

講
　
師

竹
市
　
明
弘

三
木
　
栄
夫

講
　
師
小
林
　
道
夫

一
一
二

（
倫
理
学
専
攻
の
欄
参
照
）
　
〔
共
〕

潟
。
ω
Φ
簿
冨
一
（
巴
「
y
弓
ぎ
〉
ざ
、
ミ
鳴

◎
＼
ミ
ミ
9
0
×
胤
o
a
¢
や
お
曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

ミ
、
ミ
隷
鷺
”
≦
剛
①
器
円
（
①
9
）
u

、
臨
§
鰹
⑦
ミ
禽
鷺
儀
U
o
く
⑦
門
”
旨
Φ
①
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

出
①
置
①
σ
q
σ
q
Φ
び
留
§
ミ
ミ
N
偽
凡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

閑
碧
ρ
訣
ミ
、
き
蹴
ミ
ミ
§
Q
ヨ

唄
ミ
怜
ミ
遣
喬
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

U
Φ
。
・
。
母
富
ω
”
卜
跨
㌣
帖
ミ
昔
跨
職
鳴

ミ
博
ミ
、
8
愚
ミ
馬
　
　
　
　
〔
共
〕



〃〃

講
　
読

講
　
義

t
t
t
t

研
　
究

t
t tl　lf　tt

1
1

演
　
習

〃〃

講
　
師
宗
像

講
　
師
美
濃

助
手
　
浜
野

研

三正恵

教
授
木
曽
無
能

助
教
授
伊
藤
邦
武

西
洋
哲
学
史

彙

報

講教

師授

小内
池山

澄勝
失利

教教講

授立師

内内上
山山i妻

勝勝
利利精

講三教人講三教胎教
　　　葺
師授授研師授授授授

今薗　山山内薗山内
　田　下口山田本山

義　　正義勝　耕勝
博坦　男久利坦平狂

い
Φ
管
三
辞
b
旨
8
ミ
物
理
軸

ミ
ミ
息
ミ
詩
心
§
　
　
　
　
　
〔
共
〕

（
倫
理
学
専
攻
の
欄
参
照
）
　
〔
共
〕

胴
切
碧
冨
剛
。
。
い
↓
ぎ
ミ
§
N
§
融
ミ

ミ
ミ
ミ
℃
ミ
、
8
魯
書
℃
輔
裁
両
鳥
．

ζ
o
O
壁
≦
－
出
一
一
r
一
⑩
O
ω
　
　
〔
院
〕

演
習
③
哲
学
の
諸
問
題
（
大
学
院
学

生
必
修
、
学
部
4
回
生
聴
講
可
）

繭
洋
古
代
哲
学
史
概
説
　
　
　
※

西
洋
中
世
哲
学
史
概
説
※

西
洋
近
世
哲
学
史
概
説
※

プ
ラ
ト
ン
の
「
想
起
説
」
　
　
〔
共
〕

初
期
ス
ト
ア
派
の
諸
問
題
　
　
〔
共
〕

中
世
に
お
け
る
ア
ニ
マ
（
霊
魂
）
の

概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

自
然
概
念
の
形
成
と
展
開
　
　
〔
共
〕

エ
リ
ウ
ゲ
ナ
（
騨
ご
o
q
Φ
尽
）
と
古

代
・
中
世
哲
学
の
伝
統
　
　
〔
共
〕

ド
イ
ツ
観
念
論
の
斜
断
面
　
　
〔
共
〕

演
習
ω
霊
舞
8
“
℃
冨
巴
。
〔
共
〕

演
習
②
〉
ユ
ω
ε
け
巴
①
。
。
”
℃
ξ
。
。
一
B

≦
一
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

演
習
㈲
古
代
哲
学
の
諸
問
題
〔
共
〕

t
t ft　tt　tt

〃1
1

〃1
1

1
1

演
　
習

1
1

1
1

講
読

助
教
授
中
務
哲
郎

講
師
小
池
　
澄
夫

講
師
朴
　
　
一
功

教
授
山
本
耕
平

教
　
授
山
本
耕
平

教
授
　
山
本
　
耕
平

助講講教講講強
手師師野師師師
倉嶺稲園小宮小田　 葉田浜谷．池
　秀　　 善宣三隆樹稔坦信史郎
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冨
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一
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の
　
　
　
　
　
　
〔
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o
o
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賦
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ω
繭
ω
　
　
〔
共
〕

コ
簿
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巨
O
げ
霞
ヨ
罷
⑦
ω
　
　
〔
共
〕

演
習
ω
円
ず
o
B
器
》
ρ
環
ぎ
器
”

ω
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ヨ
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①
円
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一
・
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．
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〔
共
〕

演
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②
↓
ぎ
ヨ
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諺
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葛
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ω
漏
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ヨ
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↓
ず
Φ
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一
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固
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o
o
b
●
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〔
共
〕

演
習
㈹
6
ず
。
ヨ
器
》
ρ
信
ぎ
器
“

O
o
ヨ
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⑦
馨
母
冨
ぎ
竃
①
什
巷
び
《
ω
一
畠

〉
蔚
8
3
給
い
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轡
劇
　
〔
共
〕

〉
煽
σ
q
虞
ω
梓
ぎ
諺
輯
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8
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謹
ヨ

竃
Φ
聾
一
一
ω
製
図
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ヨ
置
ω
一
〇
器
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共
〕

〉
β
σ
q
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ユ
妻
ω
”
0
8
h
①
ω
ω
一
〇
霧
Φ
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

円
ぎ
ヨ
器
〉
ρ
三
つ
器
”
U
o

》
Φ
3
量
切
鉾
①
蜜
巷
象
　
　
〔
共
〕

唇
際
ロ
暮
”
図
ユ
ユ
犀
鳥
①
円
冨
ぎ
①
p

＜
①
ヨ
ロ
駄
梓
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〔
共
〕

（
キ
リ
ス
ト
教
学
専
攻
の
欄
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

宗
教
儀
礼
論
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

宗
教
と
芸
術
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

勺
●
目
一
一
一
魯
あ
誘
8
ヨ
帥
ユ
。
↓
冨
。
δ
α
q
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
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ω
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①
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α
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①
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〔
共
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い
p
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9
『
U
Φ
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Φ
×
一
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魯
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α
①
U
一
①
ロ
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

（
西
洋
哲
学
史
の
欄
参
照
）
　
〔
共
〕

一
一
七



　
　
　
　
哲
学
研
究

講
読
　
講
師
　
林

1
1

〃

講
　
師
　
芦
名

教
　
授
　
長
谷

助
収
授
　
藤
濁

第
五
百
五
十
九
号
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一
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勺
器
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ω
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一
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Φ
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α
q
9
ヨ
働
誌
ρ
器
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〔
共
〕

　
定
道
　
　
（
キ
リ
ス
ト
教
学
専
攻
の
欄
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

　
正
当
　
宗
教
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
〔
院
〕

　
正
勝

仏
教
　
学

講
義
教
授
御
牧
克
己

研
　
究
　
教
　
授
　
御
牧
　
克
己

1
1

1
1

〃〃

演
　
習

〃〃

人
文
研

三品
　
師

荒
牧
典
俊

中
谷
　
英
明

観入紅教講教人
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　文克正　弥
徹雄世道　介

講
読
教
授
御
牧
克
己

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
思
想
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

チ
ベ
ッ
ト
に
伝
わ
っ
た
唯
識
照
岬
相
心

研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

中
国
仏
教
思
想
史
序
説
　
　
　
〔
共
〕

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
仏
教
詩
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

（
イ
ン
ド
哲
学
史
専
攻
の
欄
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
共
〕

後
期
中
観
思
想
研
究
　
　
　
〔
共
〕

梵
語
仏
典
選
集
　
　
　
　
　
〔
共
〕

パ
ー
リ
語
文
選
　
　
　
　
　
〔
共
〕
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〔
共
〕

初
等
梵
語
仏
典
選
集

サ
ソ
ス
ク
リ
ヅ
ト
初
級
文
法
　
※

チ
ベ
ッ
ト
語
（
初
級
）
※

「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
」
※

信
仰
・
言
語
・
思
想
　
　
　
　
〔
共
〕

（
宗
教
学
専
攻
の
欄
参
照
）
　
〔
共
〕

人
間
的
自
由
を
め
ぐ
っ
て
一
そ
の

歴
史
的
宗
教
哲
学
的
考
察
　
　
〔
共
〕
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九
　
「
日
本
学
術
会
議
だ
よ
り
」
内
容
紹
介

第
十
七
号
平
成
二
年
五
月

　
〔
総
見
出
し
〕
「
地
球
圏
－
生
物
圏
国
際
協
同
共
同
計
画
（
三
G
B
p
）

　
の
実
施
に
つ
い
て
（
勧
告
）
」
を
採
択

　
〔
内
容
項
目
〕
人
間
活
動
と
地
球
環
境
に
関
す
る
特
別
委
員
会
報
告

　
一
人
間
活
動
と
地
球
環
境
に
つ
い
て
、
経
営
工
学
研
究
連
絡
委
員
会

　
報
告
－
経
営
工
学
の
体
系
化
に
向
け
て
、
生
物
物
理
学
研
究
連
絡
委

　
員
会
報
告
一
生
物
物
理
学
の
新
し
い
研
究
体
制
に
つ
い
て

第
十
八
号
平
成
二
年
八
月

　
〔
総
見
出
し
〕
「
第
巧
期
日
本
学
術
会
議
会
員
の
選
出
手
続
き
始
ま

　
る
」

　
〔
内
容
項
目
〕
科
学
技
術
庁
大
型
放
射
光
施
設
建
設
計
画
に
つ
い
て
、

　
大
学
に
お
け
る
研
究
環
境
、
特
に
研
究
実
験
室
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

　
て
第
十
九
号
平
成
二
年
十
一
月

　
〔
総
見
出
し
〕
「
創
薬
基
礎
科
学
研
究
の
推
進
に
つ
い
て
（
勧
告
）
」

　
を
採
択

　
〔
内
容
項
臼
〕
外
国
人
研
究
者
・
大
学
院
留
学
生
受
入
れ
に
関
す
る

　
問
題
点
と
改
善
の
方
策
に
つ
い
て
、
日
本
に
お
け
る
解
剖
学
の
教
育

　
と
研
究
（
現
状
の
考
察
と
将
来
へ
の
展
望
）

第
二
十
号
平
成
三
年
二
月

〔
総
見
出
し
〕
「
公
開
講
演
会
成
功
裡
に
開
催
さ
る
」

　
〔
内
容
項
目
〕
平
成
二
年
度
二
国
間
学
術
交
流
事
業
、
平
成
三
年
度

彙

報

　
共
同
主
催
国
催
会
議
、
経
営
学
教
育
改
善
の
た
め
に
、
統
計
学
研
究

　
教
育
体
鰯
の
整
備
の
た
め
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
、
動
物
実
験
を

　
支
援
す
る
人
材
育
成
に
つ
い
て

籠
〃
二
十
一
口
万
｝
半
成
三
年
六
月
〔

　
〔
総
見
出
し
〕
「
第
1
4
期
最
後
の
総
会
終
わ
る
」

　
〔
内
容
項
目
〕
大
学
等
に
お
け
る
人
文
・
社
会
科
学
系
の
研
究
基
盤

　
の
整
備
に
つ
い
て
（
勧
告
）
、
公
文
書
館
の
拡
充
と
公
文
書
等
の
保

　
存
利
用
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
（
要
望
）
、
人
間
活
動
と
地
球
環
境

　
に
関
す
る
日
本
学
術
会
議
の
見
解
、
脳
死
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
す
る

　
ま
と
め

第
二
十
二
号
平
成
三
年
八
月

　
〔
総
見
出
し
〕
「
第
1
5
期
最
初
の
総
会
開
催
さ
れ
る
」

　
〔
内
容
項
目
〕
第
1
5
期
霞
本
学
衛
会
議
役
員
、
平
成
四
年
度
共
同
主

　
催
国
際
会
議
、
第
1
5
期
日
本
学
術
会
議
会
員
の
概
要
に
つ
い
て

十
　
森
口
美
都
男
名
誉
教
授
の
御
逝
去

　
　
　
会
　
告

　
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
森
口
美
都
男
先
生
は
つ
く
ぼ
市
に
て
御
療

養
中
の
と
こ
ろ
、
一
九
九
三
年
三
月
十
八
日
未
明
逝
去
さ
れ
た
。
享

年
七
十
一
歳
。

　
先
生
は
一
九
二
一
年
六
月
十
二
臼
パ
リ
に
生
れ
、
京
都
府
立
第
一

中
学
校
お
よ
び
第
一
高
等
学
校
を
経
て
、
一
九
四
二
年
に
京
都
帝
国

大
学
文
学
部
に
入
学
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
約
一
年
半
の
竃
・
隊
服
務
を

臨
ん
で
一
九
四
七
年
に
文
学
部
哲
学
科
を
御
卒
業
し
、
京
都
大
学
大

＝
九



哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
九
号

学
院
特
劉
研
究
生
、
大
阪
市
立
大
学
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、
一
九

六
五
年
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
一
九
六
七
年
五
月

に
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
先
生
は
、
京
都
大
学
に
着
任
後
、
一
九
八

五
年
に
退
官
さ
れ
る
ま
で
、
二
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
倫
理
学
講

座
を
担
当
さ
れ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
学
園
紛
争
」
の
時
代
に
不
幸
な

負
傷
に
よ
り
御
健
康
を
損
ね
ら
れ
て
以
後
も
、
最
大
限
の
努
力
を
重

ね
て
誠
実
に
教
育
研
究
の
義
務
を
果
た
さ
れ
た
。

　
先
生
の
主
要
な
御
業
績
は
、
『
哲
学
論
集
』
　
二
．
巻
（
晃
洋
書
房
）

そ
の
他
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
堪
能
な
語
学
力
、
明
敏
な
頭
脳
、

お
よ
び
繊
細
な
感
受
性
に
支
え
ら
れ
た
論
考
は
、
カ
ン
ト
を
中
心
と

し
て
、
ル
タ
ー
、
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
ル
ソ
ー
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
と

い
っ
た
主
要
な
思
想
家
だ
け
で
な
く
、
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
、
オ

ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ト
な
ど
、
当
時
に
あ
っ
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
の
少
な
か
っ
た
思
想
家
に
も
及
び
、
独
自
の
境
地
を
瀾
拓
さ
れ

た
。
『
哲
学
論
集
』
第
二
巻
に
所
収
の
い
く
つ
か
の
論
考
か
ら
は
、

先
生
の
思
索
が
あ
る
宗
教
的
次
元
に
到
達
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

最
晩
年
に
は
、
聖
書
の
数
か
国
語
の
翻
訳
を
点
検
、
検
討
さ
れ
る
輝

々
で
あ
っ
た
の
由
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
、
在
り
し
日
の
先
生
を
偲
び
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
る
。

　
　
　
　
平
成
五
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
学
会

十
開
　
平
野
俊
二
名
誉
教
授
の
御
逝
去

　
　
　
会
　
告

京
都
大
学
名
誉
教
授
、
文
学
博
士
平
野
俊
二
先
生
は
、

　
二
〇

年
四
月
一
八
日
、
利
根
山
病
院
に
お
い
て
呼
吸
不
全
の
た
め
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
　
轡
芋
な
＋
六
四
［
歳
。

　
先
生
は
、
一
九
五
〇
年
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
、
一
年

聞
京
都
大
学
教
養
部
の
助
手
を
勤
め
ら
れ
た
後
、
八
木
昆
助
教
授
の

東
京
大
学
転
任
に
従
っ
て
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
研
究
科
に
進
学
、

そ
の
後
、
東
京
大
学
文
学
部
助
手
、
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
講
師
、

同
助
教
授
、
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
を
経
て
、
一
九
八
○
年
よ
り

同
教
授
と
し
て
心
理
学
第
一
講
座
を
挺
当
さ
れ
、
一
九
九
三
年
三
月

定
年
に
よ
り
退
官
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
先
生
は
心
理
学
の
研
究

教
育
に
専
念
さ
れ
、
多
く
の
後
進
を
育
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
京
都

大
学
評
議
員
な
ど
の
役
職
に
つ
い
て
大
学
の
運
営
に
も
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
先
生
の
主
要
な
研
究
領
域
は
、
動
物
の
行
動
と
そ
の
生
理
心
理
学

で
、
こ
と
に
記
憶
の
固
定
に
関
す
る
海
馬
の
機
能
に
つ
い
て
、
脳
内

発
作
に
よ
る
一
時
的
局
所
国
乱
や
脳
内
刺
激
、
脳
内
活
動
の
の
記
録

な
ど
、
最
先
端
の
技
法
を
駆
使
し
た
精
緻
な
実
験
に
よ
っ
て
、
学
界

に
大
き
い
貢
献
を
な
さ
い
ま
し
た
。
先
生
の
、
理
論
的
問
題
に
対
す

る
深
い
洞
察
と
、
黙
々
と
実
験
に
励
ま
れ
る
後
姿
は
、
後
進
に
深
い

感
銘
を
与
え
、
確
か
な
指
針
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
先
生
の
論
文
は

「
哲
学
研
究
」
を
は
じ
め
国
内
外
の
専
門
誌
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
部
は
「
記
憶
痕
跡
の
探
求
」
（
平
野
俊
二
先
生
退
官
記
念
事

業
会
）
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
先
生
は
実
験
心
理
学
者
と
し
て
の
道
を
踏
み
外
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
哲
学
に
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
関
心
と
敬
意
を

払
わ
れ
、
「
文
学
部
専
攻
案
内
」
の
「
心
理
学
」
の
項
に
は
、
「
大
学

院
で
は
、
各
自
の
テ
ー
マ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
そ
の
営
為
を
通
し



て
母
な
る
哲
学
に
改
め
て
問
い
か
け
る
幅
の
広
さ
を
期
待
し
た
い
」

と
記
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
先
生
は
、
二
年
前
に
胸
部
の
大
手
術
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
順
調
に
恢
復
さ
れ
、
激
務
を
こ
な
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
京
都

大
学
御
退
官
の
翌
日
四
月
一
日
に
吐
血
し
て
入
院
さ
れ
、
そ
の
一
七

日
後
に
御
遊
虫
と
い
う
、
責
任
感
の
強
い
平
野
先
生
ら
し
い
御
最
期

で
し
た
。
謹
ん
で
先
生
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
五
年
七
月
九
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
学
会

凡

十
二
　
『
哲
学
研
究
』
の
巻
号
記
載
の
変
更
に
つ
い
て

　
従
来
『
哲
学
研
究
』
は
十
二
号
を
も
っ
て
一
巻
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
近
年
の
発
行
事
情
を
考
慮
し
た
結
果
、
従
来
の
方
式
に
特
別
の
意
味

が
認
め
ら
れ
な
い
と
の
結
論
に
至
り
、
平
成
五
年
度
の
委
員
会
に
於
い
て

本
号
よ
り
創
刊
時
よ
り
の
通
し
の
号
数
の
み
を
記
載
す
る
こ
と
に
決
定
致

し
ま
し
た
。

彙

報

二
一


